
インターネット技術の標準化と普及

に関する根本思想

INET92@Kobe  by Dr.David D. Clark 
“We reject kings, presidents, and voting; 

we believe in rough consensus and running code”

つまり；
技術標準は、動かしてから/動かしながら作る。
動いていないものは、信用できない。
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What we should do ?
1. “インターネット”技術者の責任を果たさなけ
ればいけない。

2. IETFだけでは完結しない。 強い連携
• 運用コミュニティー

• 標準化コミュニティー

• 研究開発コミュニティー

• ガバナンスコミュニティー

3. (グローバル)市場を目指した技術の確立
• 運用、標準化、規制

4. 次の世代への責任
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